
































































































黄観福者、 雅州百丈県民女也、 幼不茹葷血、 好清静、 家貧無香、 以柏葉柏子焚之、 毎凝然静坐、 無所営為、 経日不捲、





















































































述もなく、 特別な知識を必要とする内容で ない。ところ 『伝奇』に記 れた許棲巌の謫仙譚はいささか複雑である。少し長文になるので要約を摘記しておく。　
許棲巌は岐陽の人、進士に挙げられた。神仙の業を昊天観で修行し、毎朝夕必ず老子の真像を礼拝して長生を得る
福運を祈願 ていた。許棲巌は蜀に行こう して、市に出かけ馬を求めて金が足りず、やむを得ず西の市に行って異民族の引く痩せ馬を買った。これに乗って蜀に行く。途中きちんと糧秣を与えている 、馬は日々に痩せていく。はたして蜀に着けるか、易者に占ってもらうと、 の馬は龍馬なり、よろしく宝とせよという。いよいよ難所の蜀の棧道にかかると、棲巌は馬もろとも崖の下に落ちた。幸い枯葉が厚く積って怪我はなかったが出口も見つからない。崖
五三
謫仙の構造
下に一洞穴のあるのを見つけ、馬とともにそれに入ると、中は洞天に通じていた。そこで太乙真君に出会い問われる。「俗世で神仙の道を修めたのか」と。答えていう、 「老子 荘子、 黄庭経の三つを読んだだけです」 。また聞か 、 「三景の書のどの文句を会得したか」と。答えていう、 「老子では「その精は甚だ真なり」の句、荘子では「これを息するに踵をもってす」の句、黄庭経では但だ「卻寿無窮を思うのみ」の句です」と。こうした問答の後に何人かの神仙と会い話すうちに、棲巌は六朝の道士許長史の子孫であることが分る。あたえられた石髄を飲んだことで、千歳の寿命を得た。帰るに際し乗ってきた馬に乗って送られたが、 別れに際して太乙君がいう。 「 馬はわが洞天中の龍なり。怒ってとり入れた穀物を損ったので、荷役の作業に謫されたもの」と。　
許長史は晋の道士許謐である。上清経の構造に関わり、上清教三代教主とされる。許棲巌はその名家の出である。










『大洞真経』と関わるところである。 『大洞真経』は全篇身体神の冥想（存思）を説く。その中で最も効果のあるのがこの洞房神の存思であ 。 『伝奇』の作者は字を誤って引用しているが、 この洞房神存思の部分を引いたのは正しい。これこそが上清教 長生の要点であるからである。さすがに許長史の孫というべきである。　『老子』の「其精甚真」は第二一章の言である。道の形態にふれて、道の中に精あり、その精ははなはだ真、というのである。 拡大敷衍されて、養生的解釈が始ま が、ここで 「道は精に充たされる」というべきところである。 『荘子』の「真人之息以踵」 言も、 「真人の呼吸は踵で息を吸うごとくにする」という意で、 『荘子』大宗師篇の文は、 「古之真人、‥‥其 深深、其人之息以踵、衆人之息以喉」とある。 「古の真人（古仙人）の呼吸は深く長く行い、気を充分に身体に巡らせる。したがって真人呼吸法は、踵から息をするようにするが、常人の呼吸は喉でするだけ」という。調息法、導引法 表現である。　これによってみると、許棲巌の修行法は上清経にもとづく導引行気、存思法にあったといえる。許棲巌の修行はほ
ぼ完了しかかって た。太乙真人は、 の許棲巌の説明を聞き、 「道を去ること近し」という。すぐに道 一体になれるということであろう。　
許棲巌は謫仙ではない。許棲巌の買った痩せ馬が謫された龍であったというのである。仙人以外に、仙界の霊獣さ
えも過失があれば謫される。主題は許棲巌 が、脇役として出た痩せ馬が謫龍であった いうだけの物語りであるが、この物語りからは二つの特徴を見ることができる。一つは許棲巌と許長史を結びつけ ことによる上清教の教派性が描かれることである。殊に『黄庭経』を信仰す 系統の仙法が広く知られていたことを示す可能性があ 。　
もう一つは、謫仙（謫龍）に出会うことが得仙・得道への運命として描かれるこ である。太乙真君が別れぎわに










壁、人不及處、題曰、許碏自峨眉山尋偃月子到此、覩筆蹤者、莫不歎其神異、……常醉吟曰、今閬苑花前是酔郷、踏翻王母九霞觴、群仙拍手嫌軽薄、謫向人間作酒狂、 ・・・ （ 『續仙傳』 ）　
許碏は自ら高陽の人という、若くして進士に進んだが結局科挙には合格しなかった。晩年に道を玉屋山で学び、














結んでより、洛陽に住み、黄白術（錬金術） よって金や銀 購うのを業とした 夫人にもその秘術を教えた。開元年間の末頃のことである。ある夜、空中より李を呼ぶ声が聞え門に出て誰かと話す。語り終ってもどって来て、夫人にいう、 「私は天仙であるが、微罪をもって人間に譴謫された。その謫期が終り天上に呼びもどされた。行 ねばならない。……私が去ったあとは、金銀錬金の法に って生活せよ。ただし、他人に伝え はならぬ。この術が広まってはならな 。お前に害があるだけでなく 私にも不利と る。 」ここまで言って飛び去った。夫人は初めはその通りにしていたが、後になると銀 商うこと多 、とうとう坊司（町役）に告発された。河南の知事李斉なるものそのことを知ったが、黙認して不問に付していた。密かに使いを出して夫人を呼び出す。その前後十床あまりの銀 すべて焼け、李斉は朝廷に報告 た。一年たらずして、李斉と李仙人夫 も死んだ。 （ 『廣異記』 ）　
謫仙が俗人と結婚し、夫人に錬金術を教え、天界 去った後も夫人はその業を続けた 、町役に知られて最後には





　『太平広記』六七巻に崔少玄という女仙を記録する。その母はある夜、うす絹の衣服を着て赤龍に乗り、紫色の函をもつ神人を夢に見た。そして妊娠して十四ヶ月目に崔少玄を生んだ。実 少玄は玉華君という女神であったが かつて過失あって人間 謫さ たもの。廬陲なる のと結婚して二十三歳、天上に帰ることになる。　これは、夫が俗人、妻が女仙、子供はいないようである。但しこの崔少玄の母は、神仙と夢に感応して子を宿した。
これは漢代頃からの 異 記した説話によくあらわれ 伝統的な感応譚である。ただ、同じ謫仙を身ごもった黄観福の母については、そうした感応譚が記さ ていない。玉女 によれば黄福観は「上清仙人」の 身という。男の神仙である。もとが女神である催少玄は女子とし 生まれ、結婚したが、もとが男の神仙である黄観福は、結婚の話が出た途端天上 帰った。 「生む」能力、あるい 再生ということを託した設定 考えられ もちろん男の神仙の場合も得仙自体が再生であり、得仙以前に生活した俗界を離れ、神仙 に再生する構図 描か その時にはすで無欲静清という新たな性を身につけた仙人であり、俗界に暮 たとき 人物とは異なる。　
謫仙にかかわる文献は、ここに挙げた以外にも多くあるが その中でも得仙した経緯を見ると、洞天で道を学び修







者についていえば、現世が異境・流謫の辺境とされるだけで、その中で苦役に従事するという現実の投影である。前者は、例えば黄観福の場合、幼児から神仙 修行を継続していた。家は貧しかったが苦役に従事することもなく、修行を続けてついに帰った。現世での再びの修養という位置づけになろう。崔少玄の場合は、あ いは結婚という俗世の縁が夫の廬陲を好道の高士に育てる。それは、生れた時から廬陲と結ばれることが運命づけられて る前提があり、この夫との生活が崔少玄の謫期の全てであることを考えると、結婚という俗世のしがらみ 中で生きることが課せられた罰であったのかもしれない。しかし、この説話は伝奇小説 してはほとんど完成 た形態であり、詩文の応酬など読者を意識した設定が処々におかれる。崔少玄 父が刺史であ こと 考えると、廬陲も同等以上の官職にあったとみてよい。非常な美女とエリート官僚の結婚である。こうした設定自体がすでに唐代伝奇 一つの典型といえよう。　
謫仙の状況を分析するはずであったが、資料の羅列に紙数を費やした。慙愧に堪えないが、援引した文献を読むと、














（４）東方朔については『漢書』卷六五に伝あり。（５）篠田統『中国食物史』 （柴田書店・一九七七年）に、唐代には北方民族との交流が盛んとなり、乳製品が普及した旨の所論 ある。（６） 『老君音誦誡経』 （新文豊本三〇卷）（７） 『陸先生道門科略』 （新文豊本四一卷）（８）例えば 真誥』卷十に、 「道士求仙、勿與女子交、 交而傾一年之薬力 若無所服而行房内、減算三十年」などの記事 ある。（９） 『黄庭経』の成立については、王羲之書写の『黄庭外景経』の
摹
本があり、 『外景経』がすでに四世紀末には存在したことが明らか
にされている。 『内景経』はこれにもとづいて、宗教性を加えて作られたと考えられる。麦谷邦夫「黄庭内景経試論」 （ 『東洋文化』六二、 一九八二年 東大東洋文化研究所）
